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民
生
委
員
制
度
90
周
年

 

平
成
19
年
の
今
年
は
�
民
生
委
員
制
度
創

設
90
周
年
記
念
の
年
に
あ
た
り
�
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
�
各
種
記
念
事

業
を
開
催
し
て
い
ま
す
�

 

そ
の
一
つ
と
し
て
��
民
生
委
員
・
児
童

委
員
発 

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運

動
�
を
全
国
で
展
開
し
て
い
ま
す
�
精
華
町

民
生
児
童
委
員
協
議
会
も
町
行
政
が
取
り
組

ん
で
い
る
�
災
害
時
要
配
慮
者
登
録
制
度
�

と
連
携
し
�
こ
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
�

 

こ
れ
は
�
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
�
地

震
を
は
じ
め
と
す
る
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
が
多
発
し
�
各
地
で
大
き
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
な
か
�
人
々
は
災
害

に
対
し
て
不
安
を
抱
く
と
と
も
に
�
何
ら

か
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
の
必
要
性
を
強

く
感
じ
る
よ
う
に
な
�
て
き
て
い
る
か
ら

で
す
�

 

災
害
時
に
貢
献
す
る
情
報

 

災
害
発
生
時
に
は
�
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
�
自
力
で
の
避
難
・
移
動
が
困
難
な
方
々

に
対
す
る
近
隣
住
民
に
よ
る
安
否
確
認
や

避
難
支
援
が
�
生
死
を
分
け
る
重
要
な
支
援

活
動
で
あ
る
こ
と
が
教
訓
化
さ
れ
て
き
て
い

ま
す
�

 

民
生
児
童
委
員
は
�
こ
う
し
た
支
援
を
必

要
と
す
る
地
域
住
民
の
方
々
の
見
守
り
支
援

を
日
頃
か
ら
行
�
て
お
り
ま
す
が
�
民
生
児

童
委
員
が
持
つ
こ
う
し
た
方
々
に
関
す
る
情

報
は
�
人
命
救
助
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
�

非
常
に
重
要
な
情
報
と
い
え
ま
す
�

 

日
頃
の
活
動
を
生
か
す

 

民
生
児
童
委
員
は
�
こ
の
運
動
を
と
お
し

て
�
災
害
発
生
時
に
要
配
慮
者
の
方
々
�
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
�
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
�
障
害
が
あ
る
方
�
そ
の
他
自
力
で
�
あ

る
い
は
家
族
だ
け
で
避
難
を
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
々
な
ど
�
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
��
民

生
委
員
・
児
童
委
員
発 

災
害
時
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
�
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
�

 

５
月
と
６
月
は
�
運
動
強
化
月
間
と
し
て
�

町
が
実
施
す
る
災
害
時
要
配
慮
者
登
録
制
度

と
協
調
し
な
が
ら
�
各
地
区
の
民
生
児
童
委

員
が
実
態
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
�

 

皆
さ
ん
も
こ
の
運
動
に
ご
理
解
い
た
だ

き
�
民
生
児
童
委
員
と
と
も
に
�
安
心
で
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
�
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
�

民
生
委
員
�
児
童
委
員
発
�
災
害
時
一
人
�
見
逃
�
�
�
運
動
�
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町
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
取
り
組
み
を-
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� 

精
華
町
災
害
時
要
配
慮
者
登
録
制
度 

�

地
域
�
安
心
�
�
暮
�
�
�
�
�

 

４
月
に
開
設
し
た
精
華
町
民
生
児
童
委
員

協
議
会
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
が
３
月
16
日
付
け

の
京
都
新
聞
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
�
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
�

�
民
生
委
員
協
が
Ｈ
Ｐ
開
設
�

 

�
地
域
で
の
活
動
充
実
狙
う
�

 

地
域
福
祉
に
携
わ
る
精
華
町
民
生
児
童

委
員
協
議
会
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ
�
Ｈ
Ｐ
�
が

４
月
か
ら
開
設
さ
れ
る
�
府
を
含
め
自
治
体

単
位
で
民
生
児
童
委
員
協
議
会
が
独
自
の
ホ

�
ム
ペ
�
ジ
を
開
設
す
る
の
は
府
内
で
初
め

て
�
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
�
携
帯
電
話
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
た
�

 

情
報
化
が
進
む
な
か
�
民
生
児
童
委
員
も

ホ
�
ム
ペ
�
ジ
上
で
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�

民
生
児
童
委
員
協
議
会

�
�
�
�
�
�
開
設

 

こ
こ
数
年
大
き
な
自
然
災
害
が
各
地
で
起

こ
り
�
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中
越

地
震
で
は
�
障
害
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
多
く
の
方
が
避
難
で
き
ず
に
孤
立

し
�
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
�

 

こ
の
教
訓
を
生
か
し
�
精
華
町
で
は
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
�
災
害
時
に

お
け
る
要
配
慮
者
の
支
援
体
制
の
整
備
を
目

的
と
し
て
�
�
精
華
町
災
害
時
要
配
慮
者
登

録
制
度
�
の
登
録
を
４
月
か
ら
始
め
ま
し
た
�

 

災
害
時
要
配
慮
者
と
は
�
次
の
よ
う
な
方

を
い
い
ま
す
�

●
災
害
時
要
配
慮
者
�
�

☆
移
動
が
困
難
な
方

☆
理
解
や
判
断
が
で
き
な
い
方
・
時
間
の
か

か
る
方

☆
情
報
の
収
集
が
困
難
な
方

☆
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い
方

☆
薬
や
医
療
装
置
が
な
い
と
生
活
で
き
な

い
方

●
登
録
申
請
�
方
法

 

災
害
時
要
配
慮
者
登
録
制
度
に
登
録
を
希

望
さ
れ
�
登
録
情
報
を
町
や
自
治
会
�
民
生

児
童
委
員
な
ど
が
共
有
す
る
こ
と
に
同
意
さ

れ
る
対
象
者
の
方
は
�
登
録
申
請
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
�

 

回
収
は
�
地
元
の
民
生
児
童
委
員
が
伺
い

ま
す
��
回
収
方
法
の
変
更
は
可
能
で
す
�

４月に開設したホームページ
http://www.minsei-seika-kyoto.jp/

ン
を
活
発
に
す
る
こ
と
で
�
地
域
で
の
活
動

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
と
の
狙
い
�

 
 

(

中
略)

 

ホ
�
ム
ペ
�
ジ
製
作
は
�
地
域
往
民
で
つ

く
る
�
せ
い
か
地
域
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
�
タ
�
�
Ｉ

Ｔ
ゆ
う
��
と
�
協
議
会
の
事
務
局
を
務
め

る
同
町
福
祉
課
が
手
が
け
た
�

�
京
都
新
聞
よ
り
抜
粋
�

①妊婦、乳幼児（0～3 歳）をお持ちで、日常

的に配慮が必要な方。

②高齢者などで、日常的に配慮が必要な方。

・満65歳以上の高齢者ひとりでお住まいの方。
（日中おひとりの方も含む）
・満65 歳以上の高齢者だけでお住まいの方。
・介護保険における要介護度３～５の認定者
で、在宅で生活されている方。

③身体障害者（視覚、聴覚、音声・言語、肢

体不自由、内部障害など）で、日常的に配

慮が必要な方。

・身体障害者手帳の等級１、２級をお持ちで、
在宅で生活されている方。

④知的障害者（児）で、日常的に配慮が必要な方。

・療育手帳の区分Ａをお持ちで、在宅で生活さ
れている方。

⑤在宅の精神障害者で、日常的に配慮が必

要な方。

・精神保健福祉手帳をお持ちで、在宅で生
活されている方。

⑥母子世帯・父子世帯の児童で、日常的に

配慮が必要な方。

・小学生以下の児童

⑦疾病などによる自宅療養者で、自力避難

が困難な方。

⑧そのほか、配慮が必要と認められる方。

調査対象者

詳しくは：精華町役場 福祉課 高齢・障害者係
      TEL 95-1904 FAX 95-3974
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活 

動 
方 
針

 

極
め
て
急
速
な
少
子
高
齢
化
が
社
会
保

障
制
度
を
は
じ
め
�
国
の
社
会
経
済
全
体
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
憂
慮
さ
れ
て
い
ま

す
�
こ
の
た
め
�
介
護
保
険
制
度
の
改
正
�

障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
や
次
世
代
育
成

支
援
対
策
の
推
進
な
ど
�
地
域
福
祉
へ
の
対

応
に
向
け
た
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
�

 

一
方
�
児
童
・
高
齢
者
虐
待
�
子
ど
も
の

い
じ
め
・
自
殺
な
ど
の
深
刻
な
問
題
の
予
防
・

発
見
に
お
い
て
�
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か

な
見
守
り
や
支
援
活
動
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
�
て
い
ま
す
�

 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
�
地
域
住
民
の
利

益
や
権
利
を
守
り
�
地
域
福
祉
の
増
進
を
図

る
た
め
に
�
第
一
線
で
の
担
い
手
と
し
て
�

民
生
児
童
委
員
へ
の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま

�
て
お
り
�
住
民
の
立
場
に
立
�
た
活
動
が

よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
�

 

ま
た
�
相
次
ぐ
各
種
の
自
然
災
害
を
踏
ま

え
�
災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
へ
の
安
否

確
認
�
避
難
情
報
の
伝
達
�
避
難
時
の
支
援

な
ど
�
地
域
に
お
け
る
相
談
支
援
者
と
し
て

の
新
た
な
役
割
が
民
生
児
童
委
員
に
求
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
�

 

本
協
議
会
に
お
い
て
も
�
本
年
度
�
民
生
委

員
制
度
創
設
90
周
年
記
念
を
迎
え
�
全
国
民

生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
や
京
都
府
�
木
津

川
市
・
相
楽
郡
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
活

動
方
針
を
基
本
に
�
関
係
機
関
�
団
体
等
と
密

接
な
連
携
を
と
り
�
次
の
重
点
課
題
に
対
し

て
各
種
事
業
の
積
極
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
�

重 

点 

課 

題

(1) 

個
別
援
助
活
動
�
強
化

 

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
・
支
援
者

と
し
て
�
福
祉
票
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て

地
域
に
お
け
る
福
祉
ニ
�
ズ
の
把
握
に
努

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

め
る

4

4

と
と
も
に
�
高
齢
者
や
障
害
者
�
児

童
な
ど
に
関
す
る
各
種
福
祉
施
策
や
サ
�

ビ
ス
内
容
の
把
握
を
行
い
�
必
要
な
人
に

必
要
な
サ
�
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
相

談
�
支
援
活
動
を
強
化
す
る
�

(2) 

�
民
生
委
員
・
児
童
委
員
発 

災
害
時

一
人
�
見
逃
�
�
�
運
動
�
事
業
�
推
進

 

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
な
ど
と
協

働
し
な
が
ら
�
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ど
の
災
害
時
要
配
慮
者
の
ニ
�
ズ
把
握

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

や

地
域
コ
ミ
�
ニ
テ
�
に
よ
る
安
否
確
認
・

避
難
支
援
体
制
づ
く
り
�
防
災
・
減
災
に

向
け
た
啓
発
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
�
安

心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
�

(3) 
子
育
�
支
援
�
児
童
委
員
活
動
�
推
進

 

子
ど
も
が
地
域
の
中
で
健
や
か
に
育
�

て
い
く
よ
う
�
地
域
の
子
ど
も
や
家
庭
の

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

状
況
の
実
態
把
握
に
努
め
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

と
と
も
に
�

子
育
て
中
の
親
た
ち
か
ら
気
軽
に
育
児

相
談
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
信
頼
関

高齢者あんしん相談

開催日
相 談 員

月 日

６ 20 笠　井 棚　橋

７ 18 藤　原 近　藤

８ 15 齋　藤 芦　田

９ 19 有　馬 宮　谷

10 17 加　藤 元　村

11 21 上　羽 吉　川

　民生児童委員は、皆さんの悩みや困っ

たことを相談できる地域の身近な相談員

です。精華町民生児童委員協議会では、

毎月第３水曜日（13：30 ～ 15：00）に「高

齢者あんしん相談」を精華町役場２階相

談室で行っています。どんな困りごとで

も、お気楽にご相談ください。

平成１９年 開催日程表

民
児
協
平
成
19
年
度
事
業
計
画 

平
成
19
年
度
精
華
町
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
事
業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
�

係
を
築
き
な
が
ら
�
子
育
て
支
援
の
各
種

4

4

4

4

4

4

4

4

取
り
組
み
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
�
て
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

く4

�
ま
た
�
児
童
虐
待
や
い
じ
め
な
ど

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

�

複
雑

4

4･

多
様
化
す
る
児
童
問
題
に
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

�
児4

童
委
員

4

4

4

・
主
任
児
童
委
員
が
関
係
機
関
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

連
携
を
は
か
り

4

4

4

4

4

4

�
相
談

4

4

・
支
援
活
動
の
よ

4

4

4

4

4

4

り
一
層
の
推
進
に
努
め
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

�

(4) 

民
児
協
活
動
�
活
性
化

 

地
域
活
動
上
の
問
題
や
活
動
事
例
を
持

ち
寄
り
�
そ
の
対
応
を
検
討
す
る
な
ど
�

定
例
会
の
充
実
と
情
報
交
換
の
活
性
化
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

図
り

4

4

�
問
題
の
実
態
に
即
し
た
役
立
つ
内

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

容
の
研
修
等
の
強
化
を
図
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

�
ま
た
�
各

部
会
を
中
心
と
し
�
地
区
別
や
課
題
別
に

よ
り
具
体
的
�
実
践
的
な
活
動
を
関
係
団

体
等
と
協
力
�
連
携
し
�
積
極
的
な
展
開

に
努
め
る
�

事 

業 

内 

容

(1) 

定
例
会
�
役
員
会
の
開
催

(2) 

京
都
府
�
木
津
川
市
・
相
楽
郡
民
児
協

主
催
行
事
へ
の
参
加
・
出
席

(3) 

各
種
研
修
会
等
の
開
催
・
参
加
�
町
民

児
協
�
府
・
市
郡
民
児
協
�

(4) 

部
会
の
開
催

(5) 

各
種
福
祉
関
連
行
事
等
へ
の
参
加
・
協
力

（6） 

災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な
い
運
動
に
関

す
る
町
内
実
態
調
査
の
実
施

（7） 

町
内
小
・
中
学
校
や
町
と
の
交
流
の
促
進

（8） 

ペ
�
プ
サ
�
ト
の
活
用
を
通
し
た
子
育

て
支
援
の
推
進

（9） 

町
民
児
協
活
動
の
Ｐ
Ｒ
と
委
員
相
互
の

情
報
交
換
の
推
進



精華のいぶき （4）創刊号

担当地区等 氏     名 担当地区等 氏     名

菱田 吉川 幸惠 東 松本 美子

菱田 中川 美也子 東 松下 由香利

菱田 中西 正子 西北 西村 壽美子

滝ノ鼻 廣田 孝子 山田 清水 朝江

中久保田 長沢 祥子 乾谷 杉嶋 静美

舟 田中 茂子 柘榴 中村 教江

舟 五嶋 明代 東畑 大谷 洋子

里 福住 靖子 桜が丘一丁目 高岸 ふさゑ

僧坊 山﨑 政之 桜が丘二丁目 原田 幸子

僧坊 安田 千榮子 桜が丘三丁目 笠井 正男

僧坊 西手 宏子 桜が丘三丁目エスペローマ 桐山 弘子

谷 堀岡 佳子 桜が丘四丁目 棚橋 聡美

北稲八間 上野 照子 光台四丁目 上山 寛光

南稲八妻 鎌田 政子 光台五丁目 五十嵐 勇

南稲八妻 白畑 丈子 光台六丁目 藤原 寛

植田 玉井 定子 光台七丁目 齋藤 惠彦

菅井 村上 紀代子 光台七丁目 近藤 かほる

北ノ堂 谷口 昭文 光台八丁目 芦田 清一

北ノ堂 藤谷 健雄 精華台一丁目 有馬 裕美子

馬渕 田中 洋一 精華台トチノキ 宮谷 仁三郎

南 筆谷 且子 精華台二丁目 加藤 博

南 小川 万里子 精華台三丁目 元村 勝子

南 井上 祐子 精華台四丁目 上羽 弘

祝園西一丁目 北野 敏子 主任児童委員 澤田 典子

中 大西 傑 主任児童委員 河村 佳子

東 西島 和代 主任児童委員 飯田 智香子

　民生児童委員は、地域住民の身近な相談・支援者として、福祉票の
整備などを通じて地域における福祉ニーズの把握に努めるととも
に、同和問題をはじめとする人権問題全般にかかる啓発推進や差別
の解消を図る｢人権啓発推進委員｣ として、全員が委嘱されているな
ど、幅広い分野に精通した方々が地域から選ばれています。
　特に、災害弱者の安否確認や支援体制づくり、児童虐待やいじめな
ど複雑･多様化する児童問題にも、関係機関と連携を図り、相談・支援
活動のより一層の推進に努めています。
　精華町では、地域ごとに担当の民生児童委員、主任児童委員52人が
ボランティアで活動しています。
　ご相談などは、精華町役場民生部福祉課（TEL：95-1904）までお気
軽にお問い合わせください。

民生児童委員は身近な相談員！

民生児童委員名簿

編　

集　

後　

記

 

民
生
児
童
委
員
の
日
頃
の
活
動
を
よ
り
多

く
の
方
々
に
知
�
て
い
た
だ
き
�
身
近
な
存

在
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
い
を
込
め

て
�
今
回
�
精
華
の
い
ぶ
き
�
を
発
行
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
�

 

限
ら
れ
た
紙
面
で
ど
れ
だ
け
お
伝
え
で
き

た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
�
今
後
も
民
生
児
童

委
員
の
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き
�
同
協
議

会
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
�
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
�

 ・民生委員は民生委員法によって設置が定められ、児童委

員は児童福祉法によって民生委員が兼ねることとなってい

ます。 また、民生委員児童委員の中に、児童虐待やいじめ

など複雑･多様化する児童問題を専門に担当する「主任児

童委員」が設置されています。 

 ・民生児童委員は、民生委員推薦会より、地域に長く住

んでいて、地域の実情に詳しく、社会奉仕の精神に富んだ

人が推薦され、厚生労働大臣より委嘱されます。任期は３

年間で、平成 19 年度の今年は改選の年になっており、現

在の民生児童委員（上表）は 11 月で任期満了となります。 

 

皆
さ
ん
�
ペ
�
プ

サ
�
ト
�
て
ご
存
じ

で
す
か
？

 

ペ
�
プ
サ
�
ト

は
�
形
や
動
物
な
ど
登
場
人
物
の
絵
を
描
い
た
紙
に

棒
を
つ
け
た
も
の
を
人
が
動
か
し
て
演
じ
る
紙
人
形

劇
の
こ
と
を
い
い
ま
す
�

 

町
民
生
児
童
委
員
協
議
会｢

児
童
福
祉
部
会｣

で

は
�
子
育
て
支
援
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
�
手

作
り
の
ペ
�
プ
サ
�
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
�

 

今
�
皆
さ
ん
に
実
演
で
き
る
の
は
��
ア
ン
パ
ン

マ
ン
�
と
�
ぐ
り
と
ぐ
ら
�
の
２
作
品
で
す
�

 

今
年
２
月
に
は
�
光
台
四
丁
目
集
会
所
で
子
育
て

サ
�
ク
ル
の
方
々
に
初
め
て
お
披
露
目
し
�
参
加
さ

れ
た
親
子
の
皆
さ
ん
か

ら
�｢

と
て
も
お
も
し

ろ
く
て
�
楽
し
め
ま
し

た｣

と
の
�
う
れ
し
い

言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
�

 

ぜ
ひ
�
あ
な
た
の
地

域
で
も
ペ
�
プ
サ
�
ト

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

 ５月 23 日（水）、町子
育て支援センター主催に
よる ｢食育講座 ｣が開催
され、民生児童委員10人
が保育サポートに奮闘し
ました。

民児協－活動ルポ

民児協役員 会 長：山﨑 政之（僧坊）
      副会長：小川万里子（南）
      副会長：笠井 正男（桜が丘三丁目）
      幹 事：上野 照子（北稲八間）
      会 計：大谷 洋子（東畑）
      監 査：谷口 昭文（北ノ堂）


